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1.  平成22年3月期第3四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年12月31日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第3四半期 27,394 △16.4 822 △77.2 636 △81.0 235 △85.4

21年3月期第3四半期 32,782 ― 3,597 ― 3,359 ― 1,609 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第3四半期 4.09 ―

21年3月期第3四半期 27.98 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第3四半期 55,847 17,514 30.2 293.62
21年3月期 56,437 17,222 29.5 289.53

（参考） 自己資本   22年3月期第3四半期  16,892百万円 21年3月期  16,657百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  無  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 4.00 ― 2.00 6.00
22年3月期 ― 3.00 ―

22年3月期 
（予想）

3.00 6.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 38,000 △5.1 1,800 △8.5 1,600 10.6 700 301.5 12.17
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
(注)詳細は、4ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(注)詳細は、4ページ【定性的情報・財務諸表等】４．その他をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は今後さまざまな要因によって予想数値と異なりま
す。 

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第3四半期 57,546,050株 21年3月期  57,546,050株

② 期末自己株式数 22年3月期第3四半期  14,220株 21年3月期  13,955株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第3四半期 57,531,966株 21年3月期第3四半期 57,532,795株
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【定性的情報・財務諸表等】  

１．連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、アジア向けを中心として輸出や生産に持ち直
しの動きが見られたものの、設備投資の抑制や雇用情勢の悪化に加え、円高やデフレが進行するな
ど、景気は依然として厳しい状況で推移いたしました。 
化学工業におきましても、中国を中心としたアジア地域の需要が回復しつつある一方、円高の進

行や原油価格上昇に伴う原燃料費用が収益を圧迫するなど、引き続き厳しい状況にありました。 
このようななか、当社グループの当第３四半期連結累計期間の売上高は、基礎化学品事業部門が、

販売数量の減少により減収となったことに加え、精密化学品事業部門のうちフッ素系製品が、販売
数量の減少と販売価格の低下により減収となったため、273 億 94 百万円と前年同期に比べ 53 億 88
百万円、16.4%の減少となりました。損益につきましては、経常利益は、6億 36 百万円と前年同期に
比べ 27 億 22 百万円、81.0%の減少となりました。四半期純利益は、2億 35 百万円と前年同期に比べ
13 億 74 百万円、85.4%の減少となりました。 

 

事業の種類別セグメント別の概況は、次のとおりであります。 
 

①基礎化学品事業部門 
(無機製品) 
か性ソーダは、販売数量の増加と前年度の価格修正の効果により、前年同期に比べ増収となりま

した。塩酸は、販売数量の減少と販売価格の低下により、前年同期に比べ減収となりました。 
(有機製品) 
トリクロールエチレンおよびパークロールエチレンは、販売数量の増加により、前年同期に比べ

増収となりました。その他有機製品については、シクロヘキサンおよびシクロヘキサノンは、販売
数量の減少と販売価格の低下により、前年同期に比べ減収となりました。 

以上の結果、基礎化学品事業部門の売上高は、74 億 41 百万円と前年同期に比べ 3 億 68 百万円、
4.7%の減少となりました。営業損益につきましては、前年度の価格修正の効果もあり、営業利益 4
億 88 百万円となりました（前年同期は営業損失 59 百万円）。 

 

②精密化学品事業部門 
(鉄系製品) 
キャリヤーは、販売数量の減少により、前年同期に比べ減収となりました。鉄酸化物は、一般塗

料の販売数量の減少により、前年同期に比べ減収となりました。 
(フッ素系製品) 
半導体・液晶用特殊ガス類については、三フッ化窒素および六フッ化硫黄は、販売数量が増加し

たものの販売価格が低下し、前年同期に比べ減収となりました。六フッ化タングステンおよびヘキ
サフルオロ-1,3-ブタジエンは、市況の悪化に伴い、前年同期に比べそれぞれ減収となりました。一
方、電池材料の六フッ化リン酸リチウムおよび電池の添加剤のフルオロエチレンカーボネートは、
積極的な営業活動とリチウムイオン２次電池の需要に支えられ販売数量が増加し、前年同期に比べ
増収となりました。 

以上の結果、精密化学品事業部門の売上高は、181 億 26 百万円となり、前年同期に比べ 42 億 26
百万円、18.9%の減少となりました。営業損益につきましては、営業利益 1 億 94 百万円となり、前
年同期に比べ 29 億 40 百万円、93.8%の減少となりました。 

 
③化学設備関連事業部門 
化学設備プラント建設は、前年同期に比べ減収となりました。 
以上の結果、化学設備関連事業部門の売上高は、15 億 37 百万円となり、前年同期に比べ 6 億 38

百万円、29.3%の減少となりました。営業損益につきましては、営業損失 6百万円となりました（前
年同期は営業利益 4億 12 百万円）。 

 
④その他事業部門 

一般産業用プラント建設は、前年同期に比べ減収となりました。 
以上の結果、その他事業部門の売上高は、2 億 89 百万円となり、前年同期に比べ 1 億 55 百万円、

34.9%の減少となりました。営業損益につきましては、営業損失 16 百万円となりました（前年同期
は営業利益 44 百万円）。 

 
 

関東電化工業㈱(4047)平成22年3月期第3四半期決算短信

3



２．連結財政状態に関する定性的情報 

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ 5 億 89 百万円減少し、558 億
47 百万円となりました。有価証券、受取手形及び売掛金が増加した一方、たな卸資産、有形固定資
産が減少いたしました。株主資本は評価・換算差額等合計が 2 億 87 百万円増加し、四半期純利益が
2億 35 百万円となったことなどから、自己資本比率は前連結会計年度末の 29.5％から 30.2％となり
ました。 

３．連結業績予想に関する定性的情報 

平成 22 年 3月期の通期業績予想につきましては、平成 21 年 5月 15 日付にて公表しました業績予
想を修正しております。詳しくは、別途公表いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」を
ご参照ください。 

なお、上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、
実際の業績は今後さまざまな要因によって予想数値と異なります。 

４．その他 

(１)期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） 
  該当事項はありません。 

  
(２)簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

税金費用については、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税
率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

  
(３)四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

① 完成工事高及び完成工事原価の計上基準の変更 
請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、「工

事契約に関する会計基準」（企業会計基準第 15 号 平成 19 年 12 月 27 日）及び「工事契約に関す
る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第 18 号 平成 19 年 12 月 27 日）を第１四半期連
結会計期間より適用し、第１四半期連結会計期間に着手した工事契約から、進捗部分について成
果の確実性が認められる工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、
その他の工事については工事完成基準を適用しております。 

なお、これに伴う損益に与える影響はありません。 
 
 ②表示方法の変更 

四半期連結貸借対照表 
前第３四半期連結会計期間末の四半期連結貸借対照表において、流動資産の「その他」に含

めていた「有価証券」は、その金額が資産総額の 100 分の１を超えたため、当第３四半期連結
会計期間末では流動資産の「有価証券」として区分掲記することとしました。 

なお、前第３四半期連結会計期間末の「有価証券」は、0百万円であります。 
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５．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 6,405 5,648

受取手形及び売掛金 10,495 7,517

有価証券 1,500 －

商品及び製品 2,003 3,342

仕掛品 2,537 3,191

原材料及び貯蔵品 1,602 1,833

その他 1,151 2,273

貸倒引当金 △19 △26

流動資産合計 25,676 23,780

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 7,285 6,965

機械装置及び運搬具（純額） 10,323 10,576

その他（純額） 5,613 8,278

有形固定資産合計 23,222 25,819

無形固定資産 563 643

投資その他の資産   

投資有価証券 4,386 3,980

その他 2,010 2,225

貸倒引当金 △12 △12

投資その他の資産合計 6,384 6,193

固定資産合計 30,171 32,657

資産合計 55,847 56,437

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 5,208 6,437

短期借入金 8,519 9,242

1年内返済予定の長期借入金 4,643 4,616

未払法人税等 86 248

その他 2,051 3,073

流動負債合計 20,509 23,618

固定負債   

長期借入金 14,729 12,507

退職給付引当金 1,985 1,962

役員退職慰労引当金 74 108

その他 1,035 1,018

固定負債合計 17,824 15,596

負債合計 38,333 39,215
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 2,877 2,877

資本剰余金 1,614 1,614

利益剰余金 12,497 12,550

自己株式 △6 △6

株主資本合計 16,982 17,035

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 337 100

為替換算調整勘定 △427 △479

評価・換算差額等合計 △90 △378

少数株主持分 621 564

純資産合計 17,514 17,222

負債純資産合計 55,847 56,437
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年12月31日) 

売上高 32,782 27,394

売上原価 24,242 21,907

売上総利益 8,539 5,486

販売費及び一般管理費 4,942 4,664

営業利益 3,597 822

営業外収益   

受取利息 9 8

受取配当金 111 70

その他 200 243

営業外収益合計 321 322

営業外費用   

支払利息 366 389

その他 192 118

営業外費用合計 559 508

経常利益 3,359 636

特別損失   

固定資産除却損 133 65

投資有価証券評価損 367 －

特別損失合計 500 65

税金等調整前四半期純利益 2,858 571

法人税等 1,028 276

少数株主利益 220 60

四半期純利益 1,609 235
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 該当事項はありません。 

  

前第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

当第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 （注）１ 事業区分の方法 

当社グループの採用する利益センターによって区分しております。 

２ 事業区分の主要製品 

基礎化学品事業……か性ソーダ、塩酸などの無機製品、トリクロールエチレン、シクロヘキサンなどの有

機製品 

精密化学品事業……三フッ化窒素などのフッ素系製品ならびにキャリヤーなどの鉄系化学関連製品 

化学設備関連事業…化学工業用設備の製作 

その他事業…………一般産業用設備の製作等 

３ 会計処理の方法の変更 

 前第３四半期連結累計期間 

（棚卸資産の評価に関する会計基準） 

第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年

７月５日）を適用しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連

結累計期間の営業利益は精密化学品事業で17百万円減少し、営業損失は基礎化学品事業で139百万円増加

しております。 

  

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）セグメント情報

〔事業の種類別セグメント情報〕

  
基礎化学
品事業 

（百万円） 

精密化学
品事業 

（百万円） 

化学設備
関連事業 
（百万円） 

その他事業 
（百万円） 

計 
（百万円） 

消去又は 
全社 

（百万円） 

連結 
（百万円） 

売上高        

(1) 外部顧客に対する売上高  7,809  22,352  2,175  445  32,782  －  32,782

(2) セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 －  －  1,643  125  1,768 (1,768)  －

計  7,809  22,352  3,819  570  34,551 (1,768)  32,782

営業利益又は営業損失（△）  △59  3,135  412  44  3,532  65  3,597

  
基礎化学
品事業 

（百万円） 

精密化学
品事業 

（百万円） 

化学設備
関連事業 
（百万円） 

その他事業 
（百万円） 

計 
（百万円） 

消去又は 
全社 

（百万円） 

連結 
（百万円） 

売上高        

(1) 外部顧客に対する売上高  7,441  18,126  1,537  289  27,394  －  27,394

(2) セグメント間の内部売上

高又は振替高 
 －  －  473  152  625 (625)  －

計  7,441  18,126  2,010  442  28,020 (625)  27,394

営業利益又は営業損失（△）  488  194  △6  △16  659  162  822
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前第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

当第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 （注）１ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 本邦以外の区分に属する主な国又は地域 

アジア………韓国、台湾 

３ 会計処理の方法の変更 

 前第３四半期連結累計期間 

（棚卸資産の評価に関する会計基準） 

第１四半期連結会計期間より「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成18年

７月５日）を適用しております。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第３四半期連

結累計期間の営業利益が日本で156百万円減少しております。 

  

〔所在地別セグメント情報〕

  
日本 

（百万円） 
アジア 

（百万円） 
計 

（百万円） 
消去又は全社 
（百万円） 

連結 
（百万円） 

売上高                          

(1) 外部顧客に対する売上高  24,722  8,060  32,782  －  32,782

(2) セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 6,988  157  7,145 (7,145)  －

計  31,710  8,217  39,928 (7,145)  32,782

営業利益  3,098  503  3,601 (4)  3,597

  
日本 

（百万円） 
アジア 

（百万円） 
計 

（百万円） 
消去又は全社 
（百万円） 

連結 
（百万円） 

売上高                          

(1) 外部顧客に対する売上高  22,477  4,917  27,394  －  27,394

(2) セグメント間の内部売上高

又は振替高 
 4,546  40  4,586 (4,586)  －

計  27,023  4,957  31,981 (4,586)  27,394

営業利益  508  157  666 (155)  822
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 前第３四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年12月31日） 

 当第３四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年12月31日） 

 （注）１ 国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。 

２ 各区分に属する主な国又は地域 

（１）アジア：韓国、台湾、中国 

（２）欧米：米国、スペイン 

３ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。 

  

  

 該当事項はありません。 

  

〔海外売上高〕

  アジア 欧米 計 

Ⅰ 海外売上高（百万円）  12,602  1,165  13,768

Ⅱ 連結売上高（百万円）  －  －  32,782

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の

割合（％） 
 38.4  3.6  42.0

  アジア 欧米 計 

Ⅰ 海外売上高（百万円）  9,351  775  10,127

Ⅱ 連結売上高（百万円）  －  －  27,394

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高の

割合（％） 
 34.1  2.8  37.0

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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